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       　  第25回「ふるさと春日井学」研究フォーラム
ﾃｰﾏ『春日井の古代土地制度ー条里制の検討を中心にー』
　３月１日（日）市民活動支援センター（ささえ愛センター）において第25回「ふるさと春日井学」研究フォーラムをテーマ『春日井の古代土地制度－条里制の検討を中心に－』で開催しました。
講演は、愛知県文化財保護指導委員、春日井郷土史研究会会員の高橋敏明氏でした。高橋氏は長年春日井市の文化財行政に携われる傍ら春日井の条里制についての研究を続けてこられました。一枚の「安食荘」古絵図を基に古代春日井の条里制の存在形態がどのようなものであったのを、従来の諸学説との比較から、地域の研究者ならではの地道な実証検をもとに講演されました。興味深い内容に、市民27名が熱心に聴き入り、参加者からの質疑応答も多数ありました。
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　　　　　　　　「安食荘」古絵図を背景に講演される、高橋　敏明　氏　
－発表要旨－
　　「春日井の古代土地制度ー条里制の検討を中心にー」と題して高橋敏明氏(春日井郷土史研究会員、愛知県文化財保護指導員)の講演を聴いた。最初にスクリーンに映し出されたのは「安食荘絵図」であった。この絵図にあるのは具体的に現在のどこかということを尋ねられて、条里制に遡って調べることになったと、条里制について調べるきっかけを話された。
Ⅰ　春日井の条里制遺構「安食荘(あじきのしょう)」(山城醍醐寺の荘園)の「官宣旨(かんせんじ、弁官下文)案」(1143年の記録)という資料が発見されたことで、春日井では条・里・坪などの遺名が少ないために条理区画が比較的に広範囲に残っていても、何条・何里・何坪の復元が難しかったのが、古地図や現在の地名に残っている地名を当てはめることで一挙に条里制の復元推定が進んだ。これまで尾張国の条里制は水野時二氏(2014.9.19死去、100歳)の研究成果に基づいて展開されてきた。
　1963年11月発行『春日井市史』古代編の執筆担当は重松明久氏(名古屋大学文学博士学位取得の年、日本文化史専門、吉川弘文館人物叢書『寛如』の著者)が水野時二著の1961年刊『尾張歴史地理　中編』をもとに春日井の条里制について執筆された。水野氏が1143年の「尾張国安食郷内田畠など検注帳案」の田畠の坪付を条里で表していることに着目し、水野時二氏が試みた現在地への比定(比較しながら推定する)によって春日井の条里制遺構の推論をした。十六条から十九条の里を表示し、二十条が推定された。この条数が記載されていなかった二十条の中に「安食里」を推定した。しかし、「班田制と条理制遺構とを直接的に関連づけて理解することには無理がある」とも付け加えた(資料P2、§4)。1971年に『条里制の歴史地理学的研究ー尾張・美濃・越前を中心として』を水野時二氏が発表し、その10年後、1982年に『庄内川流域史』にやはり水野氏時二氏の「春日井市域の条里制復元案」が掲載された。10年の年を経て条里制の地割の推定復元域が狭まっている(資料P6、§11) 。この地図には17坪と12坪が書き込まれている。17坪は関田の南部、JR中央線沿いに「十七」の小字があり、松河戸北部に「十二飛」の小字があることから比定されるという。これから条と里の境界が求められる(資料P4、§6)。見事な条里制遺構の推定である。遺構地域が古代から中古にかけての耕地の区画整理によってできた耕地がそのまま最近まで残っていた。地割りは班田収授法を実施するにあたっての耕地の正確な区画を必要としたもので、春日井市南西部の水田地割は明治24年当時の村境線も見事に遺構にそっていると明快な説明をしてきた。
　(注)1979年9月の「郷土誌かすがい」(第4号)に水野時二氏(当時愛知教育大学名誉教授)が尋ねられた答で、「奈良を中心として、全国津々浦々の耕地をこうした統一的区画に整理したのだから、全く、大事業であったにちがいない。春日井市の遺構地域も、こうした政治的施策によってできた水田地域であると見做すことができる。」と語った。さらに、「まごまごしているうちに、大発見があった」と「安食荘の官宣旨案」(弁官局が発給する下文(くだしぶみ))のこと。この史料で庄内川北岸で条理制が施行されていた例証に充分役に立ち、春日井駅前の「条理制遺構之標」(1974年建立)も、この史料による。小野道風の伝承も、条里との関係で妥当性をもつとしている。
Ⅱ　「春日井市史」刊行の14年後に刊行された『新編一宮市史』(1977)で、新井喜久夫(1934-、春日井シンポジュウムの第1回、第3回の講師、南山大学名誉教授)の執筆による条里制に関する5点を紹介する。1)条里制は律令国家によって実施された。土地区画としての条里制がその後も引き続き農民によって補修されつつ利用され、つい最近まで土地景観として生きていた。ただし現在の地表かそのまま奈良時代の水田面であるというわけではなく、年月を経て土砂が堆積し、その上につねに古い条理制にもとづく水路、畦畔(けいはん、田畑を区切るあぜ)が復旧され現在に至った。2)大化前代説では8世記初頭から既に長地型(ながちがた)が広く存在し、その基礎には代制(しろせい)が存在した。この代制は大化前代よりの丈量単位であるから、この長地型地割は大化前代にさかのぼれるものであり、この地割が大化前代のミヤケの分布に多くみられることから、条里制の起源をミヤケの開発にもとめ、半切型は班田制施行の段階に発生した。3)条里制大化以降実施説は、現在最も広く支持されている見解だ。強大な国家権力を背景に全国的に整一性をもつ条里遺構が造られたはずだからだ。4)尾張条里の実施時期は、おそらく8世記に入って720年頃までに整備されたとみてよい。ほぼ同一時期に実施された。5)弘福寺田関係図表には中島郡の二条、四条、丹羽郡の十六条、十七条は天平14年(742)の田図に確認される。これがもっとも古く、弘仁12年(821)までの図表になっている。
Ⅲ　1980年刊行の『愛知県開拓史』に金田章裕(きんだあきひろ、1946-、京都大学名誉教授)氏執筆「尾張条里遺構」には、岩倉市から一宮市東部の旧丹羽郡地域の尾張国内の典型的な条里遺構地帯について、この地域の条理遺構は連続的には分布しておらず、青木川と五条川の自然堤防に隔てられた後背湿地部に断続的に存在している。また、1町方格の径溝には東西あるいは南北に1/4~1/2町の食い違いを生じている。この条里制地割の齟齬が施行頭初から存在していたのか史料は十分ではないが、「齟齬(そご)」があることに注目している。微地形単位ごとの条里制地割の齟齬も、同一プランの下で施行されず、また同一プランの下であっても工事主体や時間のずれがある施行であるかの違いであって、ひとまとまりの後背湿地ごとに分布する、このような小規模な条里地割の分布は、尾張平野部のほぼ全域に見られる。洪水にによる堆積を受けた後に復元されていく過程で生じた齟齬があると見るべきだとの指摘がされている。資料P8、§14に金田章裕氏『条里と村落の歴史地理学的研究』(1985年刊、大明堂)による18-20条の安食荘の現地比定案を「金田案」として載せている。10年前の「水野案」(1975年刊の『条里制の歴史地理学的研究～尾張・美濃・越前を中心として』からの比定図)と比べると、20条の「安食」の位置は同じであるが、18条の「石河」は「水野案」では松河戸に結び付けて比定されているが、「金田案」は両案でほぼ同じ位置の「賀智」の西まで移る。
Ⅳ　1983年刊の醍醐寺文化財研究所『研究紀要5』に発表の弥永(いやなが)貞三(1915-1983、上智大学教授、東大史料編纂所長)・須磨千頴(ちかい、1929-、南山大学名誉教授)共同執筆「醍醐寺尾張国安食庄について-新発見の相論絵図をめぐって-」(「弥永・須磨案」)では18条の里の並び順は「金田案」と同じだが、位置にずれがある。須磨千頴氏は「郷土誌かすがい第23号」(1984.6.15発行)に上掲「研究紀要5号」の研究内容について康治(こうじ)2年(1143)7月16日付安食庄検注帳案(醍醐寺文書)が条里にのっとって荘内の田畠などを書き上げ、醍醐寺領にかかわる19カ里について詳細な坪付が記されることから、里ごとの田畠等の分布図を作成し、それらをできるだけ合理的に連結する作業を行い安食庄図を利用しつつ、春部郡の条里の基本区画を確認する作業を進めた。配列は郡の北限を起点とし南へ数え、里の中の坪並は千鳥方式で東北隅に一坪が来て西北隅が三六坪になっている。安食庄の境域を確定したと披瀝した。絵図を参考にし、風景の見える図を書き上げ、記載里名を順に並べる方法でたどり着いた。
Ⅴ　以上の「三案」は安食荘絵図をもとに春日井市域の条里研究が進められてきた。この三案をさらに詳細に長さを計り、また、地元の古文書から検討していく方法で、研究を進めたのが、今回の講師である高橋敏明氏らである。荘東限の「薦生(こもふり)里」の検討はその一つだが、詳しくは『郷土誌かすがい第72号』(213.11.1)や『同第73号』(2014.11.1)を参照されたい。条里制研究は研究途上で、解明に向って地道な研究に取り組んでおられる人がいるとわかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記録：塚田　忠雄）
OPINION
　　　　　　古代かすがいの地は「まほろば」であった
　春日井地域に条里制が存在していたことは、水野時二『条里制の歴史地理学的研究～尾張・美濃・越前を中心として』（1975年）の研究で定説となっていましたが、高橋敏明氏の研究は、安食荘絵図をもとに地割の距離を計測しながら正確な地名の位置を推定して行く手法で条里制の存在形態を探ろうというものです。地域に根付いて生活したものでなければ閃かない土地感覚がなければ成し得ない研究だと思いました。下条地区の北部に西津公園があります。畑の点在する住宅地の片隅にある公園の木陰にひっそりと建っている石碑の碑文には「その昔條理制の布かれた下条の美田良圃は春日井のまほろばであった　時代の変遷につれ今ここに区画整理し市街地としてかっての字名西津を公園名となす」と刻まれています。「まほろば」という言葉を使った格調高い石碑です。『古事記』にこの言葉は出てきます。「すぐれた良い所、秀でた土地」と言う意味です。
　　　　　　　　倭 (やまと)は　国のまほろば　たたなづく
　　　　　　　　青垣 (あおがき)　山 (やま)隠 (ごも)れる　倭 (やまと)しうるはし
　（大和はこの国で最も美しい所、青々とした垣根のような山々の中にこ
もっている大和の国、何とうるわしいことよ。）
倭 (やまと)建 (たける)命 (のみこと)が東征の折遠く離れた故郷の大和の国（今の奈良県）を偲んで謳ったと言われています。春日井の内津にも立ち寄った伝説がありますので、もし倭 (やまと)建 (たけるの)命 (みこと)がこの地の景観を観たならば、ここにも大和の国のような「まほろば」の地があることを感じながら通っていったのかも知れません。小野道風の生きた時代も同じ景観があったことが想像されます。この地が「まほろば」の地であるが故に、大化改新（645年）以降確立した公地公民制にもとづいて実施された土地制度班田収授法によって地割りされた「条里制」の地であったことが、この石碑から容易に想像され、歴史のロマンを感ぜざるをえません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：河地　清）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　西津公園碑と碑文　　　　　　　条里制遺構之標碑（JR春日井駅前）
　次回FORUM案内・お知らせ
　第27回テーマ『歴史・文化を生かしたまちづくり』
　　　　　①『歴史・文化を生かしたまちづくり』
　　　　　　発表者：河地　清　氏（「ふるさと春日井学」研究フォーラム　会長）
フォーラム内容：「まちづくり」の応援メッセージを発信しはじめてから２年経過いたしました。経過報告を兼ねて「まちづくり」とは？を考えてみたいと思いました．
②『玉野地域の今昔』
発表者：近藤　雅英　氏（春日井市古文書研究会　会長）
フォーラム内容：玉野地区の郷倉に未整理のまま保存されていた古文書を解読し地域の歴史を発掘しました。ふるさとの歴史に新たな一ページが加わりました。・・・・続きはFORUMで
日  時：平成27年５月3日（日）13:30～15:30
場  所：市民活動支援センター・ささえ愛センター２階第１集会室　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　※資料代５００円（非会員のみ徴収）
「ふるさと春日井学」研究フォーラム『会報』バックナンバー
※残部若干有ります。
                   　 平成26年度3月～平成27年2月）
	日程
	     　　 討論テーマ
	　　　発表者
	

















	会場『会報NO』

	3/30
（日）
	

	「書のまち」春日井を築いた人々
	中村立強　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ１４』

	
	
	事業報告・平成25年度決算・平成26年度予算・事業計画 
	「ふるさと春日井学」研究F総会
	
	

	４/5
（土）
	

	特別企画講演：－今日のまちづくりの発想－
	 月尾　嘉男　氏 
	
	東部市民ｾﾝﾀｰ
『会報　号外』

	
	
	「情報社会のまちづくり－百年単位の目標転換－」
	（東京大学名誉教授）
	
	

	5/4
（日）
	春日井市立郷土館と鳥居松の歴史
	村中　治彦　氏
近藤　雅英　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ１５』

	6/1
（日）
	春日井の戦争遺構－鷹来工廠を中心にして－
	金子　力　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ１６』

	7/6
（日）
	春日井の自然「流域の淡水魚」
春日井のビオトープ「ほたるの飼育」報告
	小川　茂徳　氏
野田　淑人　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ１７』

	8/3
（日）
	ふるさと春日井・震災の歴史
　　　　　　　－濃尾大震災と地域の人々－
	近藤　雅英　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ１８』

	8/29
（日）
	巡検ツアー「道風が学んだ史跡を訪ねる」
 国分寺跡→国衙跡→学校院跡他巡検
	「ふるさと春日井学」主催
定数不足により中止
	
	定数不足により中止

	9/7
(日)
	「ふるさと春日井と俳人横井也有」  
「也有句碑」拓本体験
	近藤　雅英　氏
川口　一彦　氏
	
	見性寺境内本堂
『会報ＮＯ１９』

	10/5
(日)
	  ふるさと春日井の自然－みどりのまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　実践報告－
	高橋　勇夫　氏　
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ２０』

	11/2
(日)
	「石碑に刻まれたふるさとの歴史」－林　金兵衛君碑を中心に－
	河地　清　氏

	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ２１』

	12/7
(日)
	「書のまち春日井」の書写教育ー現状と課題ー

	宮田　健一　氏
（春日井市立小野小学校校長）
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ２２』

	1/11
(日)
	
	「御嶽講と覚明霊神」
	櫻井　芳昭　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ２３』

	2/1
(日)
	
	「小野道風生誕説の検証」
　
	塚田　忠雄　氏
	
	ささえ愛センター
『会報ＮＯ２４』

	
〈事務局〉「ふるさと春日井学」研究フォーラム　会長　河地　清
　　　　　　　　　TEL/FAX　0568-82-5973  ﾒｰﾙ：kawachi-k@mb.ccnw.ne.jp
　かすがい市民活動情報ｻｲﾄ：http://kasugai.genki365.net/
                   　　  ふるさと春日井学　検　索 
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